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ム
ス
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プ
著

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
政
治
、

　
　
一
九
六
六
ー
一
九
八
一
』

　
本
書
の
著
者
．
J
・
ジ
ャ
ッ
プ
の
主
要
著
作
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
＞
§
讐
巳
帖
§
、
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＆
、
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普
。
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ピ
導
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誉
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0
．
勾
o
暮
一
＆
α
q
。
俸
国
。
⑳
導
勺
窪
一
サ
ぎ
＆
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。

　
こ
れ
ら
の
主
要
著
作
お
よ
び
論
文
か
ら
み
て
、
著
者
の
研
究
は
二
つ
の

流
れ
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
の

研
究
、
と
く
に
移
民
の
政
治
的
影
響
な
い
し
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
に
関
す
る
研
究
の
流
れ
。
第
二
の
流
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党

を
中
心
と
し
た
政
党
政
治
の
研
究
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
研
究
の

流
れ
は
政
治
研
究
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
別
個
の
研
究
系
列
に

属
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
本
は
後
者
の
流
れ
に
属
す
。

　
本
書
は
、
政
党
政
治
の
変
遷
と
そ
の
諸
要
因
に
つ
い
て
の
議
論
を
中
核

と
し
て
い
る
が
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
目
次
、
は
し
が
き
、
序

　
　
　
　
附
録
、

　
　
　
　
　
本
文
は
二
百
ぺ
ー
ジ
足
ら
ず
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
簡

潔
に
か
つ
体
系
的
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
、
著
老
の
議
論

を
要
約
し
つ
つ
内
容
を
紹
介
し
、
最
後
に
多
少
批
評
め
い
た
こ
と
を
行
な

い
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
第
一
章
「
社
会
的
・
政
治
的
状
況
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
お
よ
ぴ
政
治
的
変
化
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
る
こ

第
一
章

第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

　
第
九
章

　
注
、

全
体
で
、

社
会
的
・
政
治
的
状
況

自
由
・
国
民
地
方
党
両
党
の
政
党
組
織

政
権
担
当
期
の
自
由
・
国
民
地
方
党

保
守
派
の
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
i

労
働
党
の
組
織

政
権
担
当
期
の
労
働
党

労
働
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

政
党
の
基
本
的
機
能

一
九
八
○
年
代
の
問
題
と
選
択

　
文
献
目
録
．
索
引
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紹介と批評

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
著
者
は
．
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
の
社
会
－

政
治
変
動
を
重
視
し
、
こ
の
新
し
い
変
化
に
い
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労

働
党
（
以
下
労
働
党
と
略
す
）
お
よ
び
自
由
党
と
国
民
地
方
党
が
対
応
し
て

い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
を
置
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
章
の
役
割
は

大
変
大
き
い
。
以
下
の
章
、
と
く
に
第
二
～
七
章
は
、
そ
の
変
化
に
各
党

が
組
織
・
機
構
上
ど
う
対
応
し
た
の
か
（
第
二
章
お
よ
び
第
五
章
）
、
ま
た
政

権
担
当
者
達
の
交
替
や
彼
ら
の
具
体
的
な
政
策
的
対
応
（
第
三
章
と
第
六
章
）
．

そ
し
て
変
化
に
対
応
し
て
各
政
党
の
哲
学
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
ど
う
適
応

し
て
い
っ
た
の
か
（
第
四
章
と
第
七
章
）
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
扱
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
こ
の
時
代
の
変
化
の
中
で
の
政
党
の
役
割
や
機

能
が
反
省
さ
れ
（
第
八
章
）
、
最
後
に
、
一
九
八
○
年
代
め
社
会
変
動
を
考

慮
し
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
党
政
治
の
未
来
を
考
え
る
、
と
い
う
仕

組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
文
化
ー
社
会
変
動
を
い
か
に
捉
え
る
か
に
よ

っ
て
、
政
党
の
対
応
に
対
す
る
評
価
や
イ
デ
オ
冒
ギ
ー
変
化
の
状
況
の
判

定
も
変
わ
っ
て
来
る
．
そ
れ
故
に
、
第
一
章
は
序
論
と
は
い
え
簡
単
に
読

み
と
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
章
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
変
化
の
側
面
ぽ
か
り
で
な
く
、
一
九

六
六
年
と
い
う
時
期
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
党
政
治
の

基
本
的
枠
組
、
す
な
わ
ち
こ
の
著
書
の
対
象
と
す
る
政
党
史
の
出
発
点
も

示
さ
れ
る
．
一
九
六
六
年
以
後
の
変
化
が
扱
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
多
少
と

も
そ
れ
以
前
の
姿
を
明
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
章
で
は
、
オ

！
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
は
基
本
的
に
み
て
自
由
党
（
ご
言
蚕
一
b
貰
蔓
）
と
国

民
地
方
党
（
2
豊
8
巴
O
霊
暮
崎
評
り
邑
の
保
守
派
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

労
働
党
（
＞
蓋
ぼ
昌
導
ピ
菩
亀
評
旨
『
）
の
三
政
党
か
ら
な
り
．
前
二
者
が

連
合
し
て
い
る
の
で
二
大
政
党
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
二
つ

の
対
抗
的
関
係
の
中
で
保
守
主
義
（
8
霧
①
ミ
豊
弩
）
と
急
進
主
義
（
β
阜

邑
訂
ヨ
）
の
伝
統
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
注
意
し
た
い
の
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
が
安
定
し
た
パ
タ
ー
ン
を
と
り
、
二
つ
の
思
想

の
流
れ
が
伝
統
と
し
て
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
変
化
に
対
す
る
拘
束
的
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
政
党
政
治
の
変
化
に

と
も
な
う
諸
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
政
治
が
ユ
ニ
ー
ク
と
思
え
る
ほ
ど
に
安
定

的
な
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
が
、
驚
く
ほ
ど
平
穏
で
平
和
的
で
あ

っ
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
社
会
全
体
が
保
守
的
お
よ
び
政
治
的
無
関
心

に
陥
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
』
（
本
書
二
頁
）
、
と
し
て
著

者
は
、
ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
安
定
性
、
平
和
性
－
内
乱
、

革
命
騒
擾
が
な
い
と
い
う
こ
と
ー
を
ま
ず
強
調
す
る
。
そ
れ
で
は
、
近

年
、
何
が
社
会
の
変
化
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
e
政
党
リ
ー
ダ
ー
・
構
成
員
の
世
代
交
替
、

⇔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
メ
リ
カ
化
、
㊧
投
票
行
動
の
変
化
、
四
政
党
へ

の
忠
誠
に
影
響
を
与
え
る
社
会
・
経
済
要
因
の
変
化
、
㊨
対
抗
的
社
会
運

動
の
台
頭
、
㈹
思
想
的
改
革
、
な
ど
で
あ
る
。

　
各
々
の
変
化
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
み
よ
う
．

　
e
は
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
政
党
リ
ー
ダ
の
交
替
期
に

あ
た
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
．
両
大
戦
間
期
の
不
況
の
時
代
に
成

長
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
弱
さ
と
英
国
へ
の
依
存
の
重
要
性
を
知
り
、
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白
豪
主
義
の
維
持
と
ア
ジ
ア
ヘ
の
脅
威
観
念
を
持
ち
十
九
世
紀
的
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す
る
世
代
か
ら
、
戦
後
経
済
の
成
長
期
に

成
長
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
独
立
性
へ
の
期
待
、
ま
た
英
国
離
れ
と
ア

メ
リ
カ
依
存
、
ア
ジ
ア
の
承
認
と
反
白
豪
主
義
を
中
核
と
す
る
新
し
い
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す
る
世
代
の
登
場
で
あ
る
。

　
⇔
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
の
急
速
な
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
影
響
の

拡
大
と
、
そ
れ
に
反
比
例
し
て
英
国
的
性
格
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
は
じ
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
英
国
以
外
の
国
の
た
め
に
戦
っ

た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
影
響
力
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
を
契
機
と
し
た
ア
メ

リ
カ
化
に
よ
っ
て
、
と
く
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
大
統
領
選
挙

的
特
色
が
目
立
ち
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
リ
ー
ダ
i
、
争
点
が
要
求
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
選
挙
予
測
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
投
票
分
析
が
ア

メ
リ
カ
よ
り
輸
入
さ
れ
政
党
政
治
に
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
る
。

　
㊧
で
は
、
各
政
党
の
支
持
基
盤
が
変
動
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
．

こ
こ
で
は
、
階
級
お
よ
び
職
業
と
結
び
つ
い
た
投
票
バ
タ
ー
ソ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
と
さ
れ
、
今
で
も
多
く
の
人
々
が
そ
れ
を
信
じ
て
い
る

が
現
実
は
流
動
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
両
党
派
の
性
格
も
あ
い
ま
い
に
な

り
は
じ
め
た
と
い
う
指
摘
に
注
目
し
て
い
る
．

　
㊨
の
問
題
は
、
宗
教
的
要
因
や
地
域
・
職
業
差
そ
し
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
的

多
元
性
を
扱
う
。
こ
こ
で
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
労
働
党
の
伝
統
的
結
び
つ

き
が
緩
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
．
そ
れ
に
対
し
、
戦
後

の
新
移
民
が
労
働
党
支
持
に
ま
わ
る
傾
向
、
お
よ
び
ア
ン
グ
・
“
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
中
心
の
社
会
が
多
元
文
化
的
、
多
人
種
的
社
会
と
な
っ
て
い
く
最

近
の
傾
向
が
分
析
さ
れ
る
．
た
だ
、
市
民
権
を
と
っ
て
い
な
い
移
民
も
多

く
、
ま
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の

発
生
に
は
時
間
が
か
か
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
地
域
的
差
異
、
す

な
わ
ち
都
市
と
地
方
、
中
流
階
級
と
労
働
者
階
級
と
い
っ
た
職
業
別
差
異

は
依
然
、
政
党
支
持
と
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
が
、
間
題
は
、
農
村
選

挙
区
お
よ
び
労
働
者
階
級
選
挙
区
の
減
少
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
㊧
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
真
の
理
由
が
こ
こ
に
あ

る
。　

㈲
の
問
題
は
、
一
方
で
労
働
党
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
運
動
を
契
機
と
し
た
学
生
運
動
や
女
性
解
放
運
動
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
権
利
擁
護
運
動
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
輸
出
反
対
運
動
、
人
種
差
別
・
白
豪
主

義
反
対
運
動
、
反
核
運
動
、
環
境
保
全
運
動
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
土
地
権
回

復
運
動
、
移
民
政
策
改
善
運
動
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
単
一
間
題
圧
力
団
体

（
号
笹
①
冨
5
ぎ
お
馨
暮
の
）
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
に
浮
上
し
従
来

の
政
党
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
は
じ
め
た
こ
と
を
示
す
．
こ
れ
ら
の

多
く
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
自
然
発
生
的
に
現
わ
れ
た
と
い
う

の
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
大
き
く
う
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。　

㈹
の
問
題
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
一
つ
の
思
想
的
流
れ
、
す
な
わ
ち

保
守
主
義
と
急
進
主
義
の
区
別
が
不
明
瞭
に
な
り
だ
し
た
こ
と
を
示
す
。

正
確
に
言
う
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
明
確
に
区
別
で
き
て
も
現
実
の

政
党
は
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
度
合
が
減
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
そ
れ
に
か
わ
っ
て
何
が
大
ぎ
な
関
心
に
な
っ
て
き
た
の
か
と
い

う
と
、
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
経
済
成
長
を
通
し
て
人
々
が
物
質

的
豊
か
さ
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
か
に
人
々
を
経
済
的
に
満
足
さ

せ
る
か
と
い
う
現
実
主
義
的
な
議
論
が
中
核
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
テ
リ
ア
　
リ
ズ
　
ム

脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
、
物
質
中
心
主
義
の
時
代
と
い
え
よ
う
。
第
五

・
第
六
の
要
因
は
、
教
育
水
準
向
上
、
豊
か
な
社
会
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
問
題
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
第
一
章
は
、
人
口
構
成
、
社
会
構
造
、
経
済
成
長
、
教
育
・
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ヨ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
う
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
う
　
　
　
も

活
水
準
の
向
上
な
ど
、
先
進
諸
国
で
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
変
動
で
は
あ

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、

筆
者
は
．
こ
う
し
た
ど
こ
の
先
進
諸
国
に
も
み
ら
れ
る
諸
変
化
に
対
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
諸
政
党
の
特
異
な
反
応
ぶ
り
に
注
目
す
る
。
以
下
、
著

者
の
議
論
を
各
章
毎
に
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
，
第
二
章
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
社
会
変
動
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
派
の
支
持
母
体
ー
自
由
党
は
、
都
市
中
流
階
級

で
専
門
・
管
理
職
、
国
民
地
方
党
は
農
業
地
域
の
農
民
を
中
心
と
す
る

ー
は
安
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
．
第
二
に
、
政
党
政
治
家
や
閣
僚
の
社
会

的
性
格
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
と
し
、
経
営
・
管
理
、
専
門
職
お

よ
び
大
規
模
農
場
主
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
、
六
〇
年

代
後
半
か
ら
専
門
・
管
理
職
出
身
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
安
定
的
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

ま
た
、
二
つ
の
政
党
の
関
係
は
、
と
く
に
連
邦
レ
ベ
ル
と
N
S
W
州
に
お

い
て
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
州
レ
ベ
ル
で
は
、
各
州
の

事
情
を
反
映
し
て
複
雑
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
二
党
の
関
係
の
微
妙
さ
が

示
さ
れ
る
。
他
の
社
会
集
団
お
よ
び
小
政
党
と
の
関
係
は
、
一
九
五
五
年

に
労
働
党
よ
り
分
離
し
た
民
主
労
働
党
や
そ
の
関
連
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係

が
う
す
れ
、
他
方
七
〇
年
代
後
半
か
ら
生
じ
た
民
主
党
（
＞
翼
邑
一
導
ご
①
－

目
8
壁
富
）
と
の
関
係
、
お
よ
び
急
進
的
右
翼
（
壁
島
＆
ユ
讐
e
）
と
新
保
守

主
義
の
圧
力
が
強
調
さ
れ
る
。
民
主
党
は
自
由
党
よ
り
分
離
し
た
が
中
流

階
級
や
専
門
職
階
層
を
中
心
と
し
、
伝
統
的
保
守
主
義
へ
の
反
対
勢
力
で

あ
る
．
そ
れ
に
対
し
道
徳
と
倫
理
の
復
権
を
要
求
す
る
右
派
と
し
て
の
急

進
的
右
翼
が
圧
力
を
か
け
て
い
る
．
し
か
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
組
織
的

に
大
き
な
変
動
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
組
織
お
よ
び
構
成
員
の
安
定
さ
に
比
べ
、
第
三
、
第
四
章

で
は
、
政
権
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
安
定
性
（
一
九
六
六
ー
一
九
七

五
年
）
と
政
党
の
思
想
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
変
化
、
多
様
化
が
示
さ
れ
る
．

第
三
章
で
は
、
長
い
メ
ン
ジ
ー
ス
保
守
政
権
を
引
ぎ
継
い
だ
ホ
ル
ト
、
ゴ

：
ト
ン
そ
し
て
マ
ク
マ
ー
ソ
保
守
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
安
定
性

が
、
ま
ず
、
メ
ン
ジ
ー
ス
以
後
の
後
継
者
争
い
の
結
果
だ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
よ
り
重
要
な
こ
と
だ
が
、
第
一
章
で
論
じ
ら
れ
た
社
会
変
動
に
対
応

し
切
れ
な
い
世
代
（
メ
ン
ジ
ー
ス
世
代
）
が
自
由
党
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

新
し
い
政
策
等
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
古
い
世
代

に
属
す
と
は
い
え
、
と
く
に
ゴ
ー
ト
ン
首
相
の
現
実
感
覚
が
古
い
世
代
に

理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
彼
の
政
策
が
労
働
党
ホ
イ
ッ

ト
ラ
ム
政
権
の
先
取
り
を
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
五
四
頁
）
は
興
味
深
い
。

そ
れ
に
対
し
、
一
九
七
二
1
五
年
の
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
政
権
を
継
い
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だ
フ
レ
イ
ザ
ー
保
守
政
権
は
、
新
し
い
変
化
へ
の
対
応
の
役
割
を
果
た
し

た
労
働
党
の
お
か
げ
で
七
五
年
以
後
比
較
的
安
定
し
た
政
権
を
維
持
で
き

た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
．

　
第
四
章
で
は
、
保
守
派
の
人
々
が
新
し
い
社
会
変
動
に
対
応
す
ぺ
く
思

想
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
革
新
を
行
な
い
、
そ
の
過
程
で
い
く
つ
か
の
潮
流

が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
．
つ
ま
り
、
一
九
六
六
年
ま
で
の
メ

ン
ジ
ー
ス
時
代
を
特
色
づ
け
た
思
想
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
を
く
合
意
的
保
守

主
義
8
霧
曾
窪
亀
8
嵩
霞
奉
菖
・
暮
V
と
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
《
新
保
守

主
義
器
？
8
臣
Φ
署
畳
弩
（
a
一
帥
ぎ
詳
畳
導
一
弩
》
、
〈
倫
理
的
保
守
主
義

舅
。
蚕
一
8
拐
①
署
暮
冒
ヨ
V
そ
し
て
く
新
自
由
主
義
ま
o
占
冨
蚕
諒
ヨ
V
と
い

っ
た
傾
向
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
し
い
社
会
－
経
済
変

動
に
各
々
対
応
し
て
い
る
．
新
保
守
主
義
は
七
〇
年
代
の
経
済
成
長
鈍
化

に
対
す
る
ケ
イ
ン
ズ
型
経
済
政
策
－
合
意
的
保
守
主
義
の
基
本
的
経
済

政
策
ー
ヘ
の
批
判
と
、
政
府
の
介
入
の
縮
小
を
要
求
し
、
倫
理
的
保
守

主
義
は
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
道
徳
的
頽
廃
に
対

す
る
批
判
を
求
め
、
宗
教
・
倫
理
の
回
復
が
叫
ば
れ
る
．
新
自
由
主
義
は
．

そ
の
逆
に
社
会
福
祉
等
の
革
新
的
要
求
、
ホ
モ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
中
絶

の
許
可
等
古
い
道
徳
へ
の
批
判
を
保
守
派
内
で
要
請
す
る
。

　
一
般
に
、
新
保
守
主
義
が
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
の
基
軸
と
な
っ
た
の
に
対

し
．
倫
理
的
保
守
主
義
は
国
民
地
方
党
、
新
自
由
主
義
は
青
年
自
由
党
員

や
民
主
党
の
政
策
の
基
軸
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
著
者
に
よ
る
と
、

フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
は
、
倫
理
的
保
守
主
義
的
色
彩
を
加
え
た
と
し
て
も
、

新
保
守
主
義
、
新
自
由
主
義
と
は
一
線
を
画
し
、
基
本
的
に
メ
ソ
ジ
ー
ス

の
合
意
的
保
守
主
義
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
。
第
四
章
で
は
、
次
に
、

経
済
と
社
会
政
策
、
外
交
・
防
衛
政
策
の
変
化
も
扱
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
第
五
～
七
章
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
で
あ
る
．
各
章
の

構
成
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
第
五
章
で
は
、
保
守
党
と
比
較
し
て
、
労
働

党
の
場
合
、
労
働
組
合
の
勢
力
が
作
業
労
働
者
の
減
少
で
減
退
し
て
い
く

の
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
組
合
、
専
門
・
管
理
層
、
法
律
家
な

ど
新
し
い
要
素
が
進
出
し
、
か
つ
て
の
労
働
組
合
中
心
の
組
織
が
動
揺
し

た
こ
と
、
そ
し
て
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
獲
得
（
一
九
六
七
年
）

に
よ
っ
て
一
時
的
に
そ
れ
が
ほ
ぼ
安
定
し
、
曲
が
り
な
り
に
も
機
構
改
革

が
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
旧
来
の
労
組
系
の
人
々
と
新

し
い
知
識
人
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
進
出
と
い
う
構
成
員
、
支
持
者
の
変

化
は
今
後
と
も
騒
動
の
種
に
な
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
、
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
以

後
、
よ
ほ
ど
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
が
進
み
出
て
く
る
か
、
機
構
改
革
が
な

い
と
政
権
獲
得
は
難
し
い
と
す
る
（
二
二
～
一
三
貢
）
。
こ
れ
は
一
九

八
三
年
の
カ
リ
ス
マ
的
B
・
ホ
ー
ク
首
相
の
誕
生
を
暗
示
す
る
。

　
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
影

響
を
受
け
た
急
進
主
義
的
運
動
は
労
働
党
の
周
辺
に
集
合
し
た
。
ホ
イ
ッ

ト
ラ
ム
は
、
労
働
組
合
出
身
の
旧
リ
ー
ダ
ー
と
異
な
る
新
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
学
生
運
動
、
知
識
人
運
動
、
女
性
お
よ
び
ア
ボ
リ
ジ
ニ
等
諸
社
会
集
団

の
力
を
結
集
で
き
る
資
質
を
持
ち
、
こ
れ
が
七
二
年
の
政
権
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
と
す
る
．
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
ー
経
済
変
動
に
労
働
党
が
組
織

と
し
て
不
十
分
な
が
ら
も
適
応
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
六
章
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
を
魅
き
つ
け
政
権
を
と
っ
た
ホ
イ
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紹介と批評

ソ
ト
ラ
ム
政
府
の
活
動
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
政
権
は
、

ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
を
新
し
い
国
内
・
国
際
的
状
況
に
適
応
さ
せ
る

う
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
や
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

と
い
う
点
で
重
要
な
貢
献
を
し
た
が
、
結
局
は
三
年
で
政
治
の
舞
台
か
ら

去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
指
摘
す

る
。
e
未
経
験
者
ぽ
か
り
の
政
府
で
あ
っ
た
。
⇔
伝
統
的
な
党
主
導
の
体

制
が
政
府
の
活
動
を
束
縛
し
た
。
㊧
官
僚
、
と
く
に
大
蔵
省
と
の
対
立
。

四
憲
法
改
正
へ
の
選
挙
民
の
保
守
性
。
㊨
急
激
す
ぎ
た
改
革
。
㈹
経
済
不

況
と
イ
ン
フ
レ
と
い
う
悪
条
件
。
個
上
院
（
予
算
拒
否
権
を
持
つ
）
で
の
少

数
勢
力
。
σ9
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
立
、
等
々
が
あ
げ
ら
れ
、
党
お
よ

び
政
府
の
社
会
的
適
応
や
機
構
改
革
の
不
備
が
示
さ
れ
る
。

　
第
七
章
で
は
、
労
働
党
の
思
想
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
応
が
述
べ
ら
れ

る
。
伝
統
的
に
労
働
党
は
「
労
働
組
合
主
義
一
魯
。
霞
謎
目
」
を
主
体
と
し
、

労
働
者
と
労
働
組
合
の
政
党
で
あ
り
、
企
業
等
の
社
会
化
・
国
有
化
な
ど

を
中
心
と
す
る
「
社
会
主
義
」
を
標
榜
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
〇
年
代

後
半
よ
り
「
社
会
民
主
主
義
堕
8
巨
－
号
馨
8
蝕
弩
」
や
「
新
自
由
主
義
」

の
影
響
を
受
け
、
伝
統
的
社
会
主
義
や
共
産
党
の
影
響
が
薄
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
社
会
主
義
政
党
に
近
づ

い
て
い
く
と
い
え
よ
う
（
一
四
三
頁
）
。
全
体
と
し
て
、
労
働
者
・
労
働
組

合
の
み
な
ら
ず
他
の
社
会
集
団
の
要
求
も
反
映
し
だ
し
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
。
ま
た
．
伝
統
的
に
孤
立
主
義
、
地
域
主
義
で
国
外
の
動
き
に
は
鈍

感
で
、
同
じ
社
会
主
義
政
党
で
も
他
国
と
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
急

進
運
動
と
の
関
連
や
知
識
人
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
外
交
問
題
志
向
が
強

く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
異
質
な
社
会
集
団
が
多
少
と
も
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
．

　
む
ろ
ん
、
労
働
党
の
動
き
は
、
以
上
、
評
者
が
要
約
し
た
ほ
ど
単
純
な

も
の
で
は
な
く
、
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
政
権
が
短
期
政
権
に
終
っ
た
理
由
と
し

て
、
旧
来
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
の
支
持
母
体
た
る
組
合
出
身
者
を

中
心
と
し
た
政
党
マ
シ
ー
ン
と
、
そ
の
マ
シ
ー
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
そ

ぐ
わ
ぬ
支
持
者
の
対
立
お
よ
び
思
想
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
「
ラ
イ
ト
”
セ

ン
タ
ー
腿
レ
フ
ト
」
の
分
裂
が
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
の
文
化
ー
社
会

変
動
に
応
じ
て
浮
上
し
て
ぎ
た
こ
と
は
見
逃
が
せ
な
い
．
そ
し
て
こ
の
分

裂
が
、
経
済
－
社
会
政
策
お
よ
び
外
交
や
防
衛
政
策
を
遂
行
す
る
上
で
大

き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム

政
権
の
短
命
性
を
規
定
し
、
そ
の
後
、
労
働
党
が
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
の
前

に
屈
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー

政
権
の
不
人
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
党
が
野
党
に
甘
ん
じ
た
理
由
は
、

一
九
七
五
年
の
劇
的
な
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
解
任
に
よ
る
精
神
的
後
遺
症

の
み
に
よ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
、
第
一
～
七
章
ま
で
み
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
は
、
六
〇
年

代
、
七
〇
年
代
の
社
会
変
動
へ
の
各
政
党
の
組
織
的
、
政
策
的
な
い
し
は

思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
応
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
第
八
章
で

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
の

か
、
と
く
に
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
急
激
な
変
化
に

対
応
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
評
価
さ
れ
る
。
結
論
的
に
言
う
と
著
者
は

懐
疑
的
で
あ
る
。
本
来
、
政
党
政
治
は
二
大
政
党
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
理

由
は
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
二
〇
世
紀
前
半
よ
り
二
大
政
党
制
的
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な
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
き
た
。
そ
し
て
極
め
て
安
定
し
て
い
た
。
し
か
も
、

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
は
ほ
ん
の
少
数
の
人
々
の
集
団
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
人
々
し
か
接
近
し
得
ぬ
党
の
中
枢
に
対
し
て
、
多

数
の
新
し
い
参
加
者
が
接
近
で
き
ぬ
よ
う
多
く
の
障
害
を
設
け
て
い
る
。

党
は
比
較
的
小
さ
く
孤
立
し
た
集
団
で
あ
る
た
め
に
、
少
数
の
統
制
の
と

れ
た
中
核
集
団
の
支
配
を
受
け
や
す
い
』
（
一
七
五
頁
）
と
著
者
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
開
放
的
で
な
い
こ
と
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
．
確
か
に
、
七

〇
年
代
前
期
の
労
働
党
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
の
も
と

大
幅
に
改
善
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
が
う
わ
べ
だ

け
の
こ
と
で
本
質
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
保
守
派
の
場

合
も
．
メ
ン
ジ
ー
ス
以
後
の
世
代
交
替
、
い
く
つ
か
の
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム
政

権
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
、
青
年
党
員
の
活
動
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
移

民
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
そ
れ
な
り
の
積
極
的
理
解
も
進

み
変
化
へ
の
対
応
を
示
し
た
。
国
民
地
方
党
も
世
代
交
替
、
都
市
部
へ
の

進
出
な
ど
の
新
し
い
動
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
や
は
り
不
十
分
だ
と
著
者
は
判
定
す
る
。

　
第
八
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
政
党
の
保
守
性
・
閉
鎖
性
と
・
六
〇
年
代

後
半
か
ら
の
単
一
争
点
指
向
の
社
会
運
動
と
の
葛
藤
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
大
き
く
、
第
九
章
の
焦
点
と
な
る
。
政
党
組
織
の
閉
鎖
性
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
は
強
制
で
あ
り
投
票
せ
ぬ
場
合
は
罰
金
・
拘
留
の
罰
則

が
適
応
さ
れ
る
の
で
、
政
党
は
選
挙
民
の
選
挙
離
れ
や
無
関
心
を
心
配
す

る
必
要
が
な
く
、
党
員
・
支
持
者
の
獲
得
に
必
死
に
な
る
必
要
も
な
い
こ

と
が
原
因
だ
と
指
摘
す
る
．
欧
米
の
事
例
と
比
較
し
て
い
か
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
政
党
の
組
織
お
よ
び
構
成
員
・
支
持
者
が
小
さ
い
か
が
指
摘
さ
れ
、

そ
れ
故
に
、
党
の
改
革
、
解
放
化
が
進
ま
ぬ
と
さ
れ
る
．
し
か
も
、
す
で

に
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
制
は
、

決
し
て
分
裂
・
抗
争
も
な
く
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

二
大
政
党
制
的
な
体
制
が
一
種
の
規
範
の
よ
う
に
国
民
の
思
考
の
中
に
浸

透
し
て
し
ま
っ
て
い
る
．
そ
れ
に
対
し
て
、
両
政
党
の
周
辺
に
群
が
る
対

抗
的
社
会
運
動
は
、
目
的
の
単
純
性
に
よ
り
永
続
化
・
公
式
組
織
化
に
な

じ
み
に
く
い
．
政
党
が
議
会
制
民
主
主
義
の
中
核
で
あ
る
以
上
、
政
党
側

が
よ
り
改
革
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
．
む
ろ
ん
、
二
大
政

党
制
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
理
由
も
な
い
が
、
小
選
挙
区
制
度
や
保
守
的
国

民
性
か
ら
多
党
化
も
難
し
い
．
故
に
、
多
様
な
関
心
を
示
す
新
し
い
利
害

集
団
と
政
党
の
関
係
も
複
雑
化
・
流
動
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
閉
鎖
性

・
保
守
性
と
多
様
性
・
流
動
性
と
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
が
八
○
年
代
の
政
党

政
治
の
克
服
す
べ
き
課
題
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
著
者
は
こ
の
点
に
関
し
て
も
多
少
悲
観
的
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
本
書
の
最
後
の
文
章
が
端
的
に
象
徴
す
る
。

　
　
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
体
制
の
安
定
性
は
、
政
党
指
導
者
達
の

　
　
カ
リ
ス
マ
的
資
質
の
欠
如
．
政
党
政
治
へ
の
人
々
の
強
い
感
情
的
関

　
　
与
の
脱
落
や
人
々
の
政
党
間
の
政
策
競
争
効
果
へ
の
薄
い
期
待
、
そ

　
　
し
て
政
党
自
身
の
社
会
変
革
へ
の
動
機
づ
け
の
低
さ
な
ど
が
大
き
な

　
　
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
安
定
性
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
に

　
　
犠
牲
を
強
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
結
果
、
社
会
は
更
に
保
守
的
に
な

　
　
り
、
議
会
政
府
の
交
替
は
当
然
続
く
も
の
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
何

138
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ら
構
造
改
革
が
存
在
せ
ぬ
ま
ま
に
終
る
で
あ
ろ
う
』
（
一
九
五
頁
）
。

　
ま
さ
に
、
改
革
の
時
と
著
者
は
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
政

党
・
国
民
大
多
数
の
革
新
性
や
感
情
的
関
与
が
あ
ま
り
期
待
し
え
ぬ
よ
う

で
あ
る
。
な
に
や
ら
嘆
息
の
出
そ
う
な
結
論
で
あ
る
。

　
二
百
ぺ
ー
ジ
足
ら
ず
の
本
を
ず
い
分
と
長
く
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
れ

だ
け
の
価
値
は
十
分
あ
る
と
評
者
は
判
断
す
る
。
私
自
身
．
政
党
政
治
の

専
門
家
で
な
い
の
で
、
こ
の
本
の
評
価
を
正
し
く
行
な
い
得
る
立
場
に
は

い
な
い
。
私
自
身
の
関
心
は
、
社
会
変
動
i
組
織
・
文
化
変
動
を
含
む

ー
に
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
み
て
、
こ
の
本
は
重
要
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

政
党
政
治
研
究
の
立
場
か
ら
み
て
も
変
化
と
そ
の
適
応
パ
タ
ー
ソ
の
比
較

研
究
に
好
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
人
々
に
興
味
あ
る
本
と

な
る
と
確
信
す
る
。
し
か
し
、
本
書
に
も
い
く
つ
か
問
題
点
は
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
三
つ
の
主
要
政
党
の
う
ち
国
民
地
方
党
へ
の
言
及
が
少

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
近
年
、
こ
の
政
党
は
伸
び
悩
み
、
名
称

変
更
（
国
民
党
Z
豊
。
葛
一
評
り
蔓
へ
の
単
純
化
）
や
自
由
党
と
の
併
合
さ
え

と
り
ざ
た
さ
れ
る
昨
今
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
重
要
だ
し
、
保
守
派
内

の
複
雑
さ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
．
二
大
政
党
制

が
当
面
揺
が
な
い
と
い
う
前
提
が
強
す
ぎ
て
、
一
九
七
七
年
に
自
由
党
よ

り
分
裂
し
た
民
主
党
や
い
わ
ゆ
る
無
所
属
議
員
の
動
向
が
軽
視
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
．
保
守
・
革
新
勢
力
伯
仲
す
る
傾
向
の
強
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
考
え
る
と
も
う
少
し
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

政
党
政
治
の
議
論
が
単
純
化
さ
れ
す
ぎ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
本
は
逆
に
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
連
邦
・
州
政
府
レ
ベ
ル
双
方
の
議
論

が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
て
説
明
不
足
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
読
者
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
熟
知
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
も
注
意

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
政
党
の
扱
い
方
に
関
す
る
疑
問
が
一
点
。

　
第
二
の
点
は
，
本
書
の
特
色
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
－
社
会
的
影
響

力
が
何
度
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
議
論
．
注
意
深

く
読
ま
な
い
と
、
近
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
急
進
的
対
抗
運
動
や
そ
の

他
の
社
会
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
に
よ
っ
て
の
み
引
き
起
こ
さ
れ
た

か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。
近
年
の
道
徳
的
・
倫
理
的
頽
廃
を

多
く
の
保
守
派
の
人
々
は
、
北
半
球
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
の
み
起
き
た

も
の
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
保
守
的
だ
か
ら
、
新

し
い
も
の
は
外
か
ら
出
て
く
る
し
か
な
い
、
と
い
う
論
法
で
あ
る
。
し
か

し
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
身
、
工
業
化
と
経
済
成
長
を
遂
行
し
、
そ
こ
に

大
き
な
社
会
変
動
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
対
抗
的
運

動
の
多
く
が
確
か
に
外
生
的
か
も
し
れ
な
い
が
内
生
的
基
盤
も
十
分
あ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
む
ろ
ん
、
外
生
的
性
格
が
強
い
こ
と
が
．

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
党
政
治
の
保
守
性
を
打
ち
破
れ
な
い
理
由
だ
と
い
う

こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
常
に
保
守
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
の
と
い
う
鉄
則
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

（
四
七
頁
）
。

　
以
上
、
紹
介
と
批
評
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
日
本
の
人
々
に
是
非
一
読

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
残
念
な
こ
と
に
、
一
九
八
三
年
三
月
に
発
足

し
た
ホ
ー
ク
労
働
党
連
邦
政
権
を
含
む
最
近
年
の
動
向
は
扱
わ
れ
て
い
な

い
が
、
現
政
権
を
吟
味
す
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
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な
お
最
後
に
、
こ
の
本
の
起
点
が
一
九
六
六
年
な
の
は
、
古
い
世
代
の

指
導
者
を
代
表
す
る
メ
ン
ジ
ー
ス
が
引
退
を
表
明
し
た
年
で
あ
っ
た
か
ら

で
も
あ
ろ
う
。

関
根
政
美
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